
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「やる気→できる」から「できた→やる気」へ 
 

平成 24 年に OECD（経済協力開発機構）が、世界 65 の国と地域の子供たち（日本では高校１年生）を対

象に国際学習到達度調査（PISA）を行いました。 

平成 21 年の同調査では、日本の子供たちの学力の上昇傾向が見られましたが、平成 24 年のこの調査に

おいて、日本の子供たちは「数学的応用力」で７位、「読解力」で４位、「科学的応用力」で４位でした。 

これは、世界的に見て、日本の子供たちの学力が高いことがうかがえる結果といえます。 

この結果を、「脱ゆとり教育」の成果だという人もいます。しかし、いわゆる「脱ゆとり教育」を標
ひょう

榜
ぼ う

し

たといわれる新しい教育課程が中学校で全面実施されたのは、平成 24 年度からです。 

したがって、子供たちの学力の向上は、各学校の、さらにいえば、全国の先生方の指導の成果です。 

 そのように高い学力をもっていながら、日本の子供たちは自分の学力に自信をもてていません。 

「数学的応用力」は７位であるにもかかわらず、「数学の授業についていけなくなることが心配だ」と感

じている子供が多数いること、「自分は成績がよい」と実感している子供が大変少ないことが、アンケート

調査から分かっています。また、記述式の問題（自分の考えなどを整理して書いて答える問題）が苦手で

あるという結果も出ています。答えを書かず、空欄のまま答案を提出する子供が非常に多いのです。これ

も、自信のなさが、大きな要因の一つと考えられます。 

 メジャー・リーグで活躍する日本人野球選手を見て、「自分もあんな選手になりたい」と思ったとします。

しかし、野球のルールも、ボールの握り方もバットの振り方も知らない。そんな状態でいきなり試合に出

たとしても、おろおろするばかり。これでは、夢を叶えることはおろか、野球の楽しさを感じることすら

できません。どれほど強い「やる気」をもっていたとしても、それだけでは先には進めないのです。ボー

ルの握り方を教えてもらい、バットの振り方を教えてもらい、そうやって一から教えてもらって少しずつ

できるようになっていく。そして、思うところにボールを投げることができた、ピッチャーの投げたボー

ルを打ち返すことができたと、「できるようになったこと」が一つずつ増えていく。すると、「もっと速く」

「もっと遠くへ」という意欲が生まれてくる。このように、小さな「できた」の積み重ねが「やる気」を

生み出し、「あんな選手になりたい」という夢に向かって前進していく力へとつながっていくのです。 

 学習も同じです。たとえ前の学年の学習内容だったとしても、今まで分からなかった教科書の例題につ

いて正解できるようになったら、一つ「できた」が増えます。その「できた」を自分が実感でき、さらに

周りの人からも認められたなら、小さな自信が生まれます。 

小さくてもその自信は、次のステップへの「やる気」につながり、次の「できた」につながり、次の「自

信」につながっていきます。その小さなステップの繰り返しの中で、社会に出てからも常に自分で自分を

高めるために前向きに学んでいこうとする心が養われていくはずです。 

 私たちは、子供たちが自分の人生を、自信をもって堂々と歩いていける人になってくれることを願って

います。その歩みの初めの一歩を踏み出させてあげること、それこそが、今、私たちがなすべきことなの

ではないでしょうか。 

平成 26 年 4 ⽉ 28 ⽇
通巻 第 37 号

東京都教育庁指導部    
義務教育特別⽀援教育指導課

★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・氏名を入力いた

だき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを送信してください。 

なお、本メール・マガジンは pdfファイルにて提供いたしますので、携帯電話では読めない場合があります。 

また、メール・マガジン「Ｓｃｒｕｍ」のバックナンバーは、 

《東京都教育委員会ホームページ＞学び応援ページ＞確かな学⼒》 で御覧いただけます。 

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン）

SSccrruumm ―スクラム― 

●●●●●●●● あ い さ つ ●●●●●●●●
義務教育特別⽀援教育指導課⻑ 安間 英潮 
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http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/buka/shidou/scrum/backnumber.htm


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東東東京京京ベベベーーーシシシッッッククク・・・ドドドリリリルルル   活活活用用用ののの方方方法法法にににつつついいいててて   

 平成２６年度が始まりました。東京都教育委員会では今年度も、児童・生徒一人一人の「確かな学力の

定着と伸長」を目指し、授業改善や学習指導等に関する情報を配信して、学校や先生方の教育活動を支援

します。今年度もメール・マガジン「Ｓｃｒｕｍ」を、ぜひ御活用ください。 

 ここでは、４月に配布しました東京ベーシック・ドリルを効果的に活用する方法について御紹介します。

        平成２６年４⽉に都内全公⽴⼩学校にデータを配布しました。⼩学校４年⽣ま
での国語・社会・算数・理科の４教科の学習内容のうち、「これだけは⾝に付け
させたい」学習内容を繰り返し学べるようにまとめたドリルです。 

習得に課題のある児童に対して、⼩学校卒業までに、計画的・段階的に基礎・
基本を定着させることができる教材として活⽤できる内容になっています。

東京 
ベーシック・ 
ドリルとは？ 

 

全ての学習に必
要な、⾔葉や漢字
を適切に使うこと
ができる⼒を⾼め
ていきます。 

類似問題に何
度も取り組み、
基礎・基本を定
着させます。 

類似問題に何
度も取り組み、
⼀定パターンの
問題ができるよ
うにします。 
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【算数における 
  ３つのステップ！】

①診断シートで確認 
②解説シートで復習 
③練習シートで習熟 

認定証のデータ
も CD に⼊ってい
ます。御活⽤くだ
さい。 
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⼀⼈⼀⼈のつまずき
に応じて、⽴ち戻って
指導できます。 

練習シートは、デー
タを書き換えて使⽤す
ることもできます。 

学年の最初と最後に
診断シート（A・B）を
使⽤することで、学習
間隔が開いて忘れがち
な内容についても強化
することができます。

 

 まず、診断シートを活⽤して、前学年までの学習内容の定着を確認しまし
ょう。次に、⼀⼈⼀⼈のつまずきに応じて、本ドリルや学校独⾃の教材等を
活⽤し、基礎・基本の確実な定着を図っていきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京ベーシック・ドリルの更なる活⽤

採点プログラムを効果的に活⽤しましょう。 

 東京ベーシック・ドリルを活⽤して、個に応じた指導を⾏うとともに、採点プログラム
を⽤いて結果を分析し、学級や学校全体の授業改善に取り組んでいくことが⼤切です。東
京ベーシック・ドリルをぜひ効果的に御活⽤ください。

 

先日、私の学級でベーシック・ドリル「診断シート A」に取り組みま

した。そのときの児童の状況を、採点プログラムに入力しました。 

 採点プログラムの入力の仕方は、次のとおりです。 

先⽣ 

① ⼊⼒シートに学
校名、児童数、組、
出席番号を⼊⼒し
ます。 

② ⼊⼒シートに⼤
問ごとの採点結果
を、正答を「１」、
誤答を「０」で⼊⼒
します。 

③ グラフシートに、 
・⼤問ごとの正答率 
・平均正答数と平均正答率
・正答数ごとの⼈数と割合
・習得率（全問正解の 

児童の割合） 

平均正答数と平均正答率 

正答数ごとの人数と割合 

大問ごとの正答率 

習得率 

正答数分布グラフ 

【お願い】 
出席番号欄に番号が⼊⼒されると，データに反

映されます。正しいデータが作成されるように，
不要な出席番号は削除してください。 

・正答数分布グラフ 
が表⽰されます。 

【実態把握】 
正答数が 10 問に満たない児童が全体の 25％いることから、既習事項を授業の開始時 

に全体で確認する時間を設定していく必要がある。 
【⽬標設定】 

習得率（全問達成の児童の割合）が 10％である現状を、正答率の低い問題から重点的
に再確認を⾏い、２学期終了時までに習得率 70％まで上げること。 
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